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大分県薬剤師修学資金貸与事業実施規程細則 

 

 

１ 事業の実施 

 公益社団法人大分県薬剤師会（以下「当会」という。）は、薬剤師修学資金貸与事業の

実施について、大分県薬剤師確保対策事業実施要領（令和７年４月１日付け薬務第５７

号大分県知事通知。以下「実施要領」という。) 第 11の規定に基づき、薬剤師修学資金

貸与事業実施規程細則（以下「規程細則」という。）を以下のとおり定める。 

 

２ 定義 

  この規程細則において、用語の定義は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）高校生 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する高等学校若しくは中等 

教育学校の後期課程の最高学年に在籍する生徒 

（２）既卒者 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する高等学校若しくは中等 

教育学校の後期課程の貸与申請を行う年度の前々年度以降に卒業した者 

（３）薬学部生 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する大学の薬学を専攻す

る課程のうち臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするも

のの学生 

 

３ 貸与対象者 

 修学資金の貸与を受けることのできる者は、実施要領第２の３（１）の規定に該当す

る者のうち、当会と修学資金の貸与に関する契約を締結した者（以下「薬学修学生」と

いう。）とする。 

 

４ 貸与期間及び貸与額 

 修学資金の貸与期間及び貸与額は、実施要領第２の３（１）のオ 

の規定によるものとする。 

 

５ 修学資金の貸与申請 

（１） 修学資金の貸与を受けようとする者は、次の書類を添付して、翌年度薬学部へ進学

が見込まれる者は別記様式１号-１の「薬剤師修学資金貸与志願書」、薬学部生は別

記様式１号-２の「薬剤師修学資金貸与申請書」を作成し、当会に提出する。 

ただし、別記様式５号の「修学資金貸与内定通知書」を受けている者が別記様式１

号-２の「薬剤師修学資金貸与申請書」により申請する場合は、当該内定通知書及び

入学を証明できる書類（入学証明書、在学証明証等）を添付することでア～カにつ

いて省略することができる。 

ア 誓約書（別記様式２号） 
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イ 学長、学部長又は学校長の推薦書（別記様式３号）（既卒者を除く） 

ウ 健康診断書 

エ 戸籍謄本（外国籍の薬学修学生については世帯全員が記載されている住民票） 

オ 修学資金の貸与を希望する学年の前学年における学業成績証明書（貸与申請を行 

う年度の新規の大学入学者については、高校３年時の学業成績証明書又は通知表の 

写し）（申請者が薬学部生の場合） 

カ 調査書（高等学校等が作成し、厳封したもの）（薬学部生を除く） 

 

（２）修学資金の貸与志願書・申請書の連帯保証人（薬学修学生と連帯して債務を負担す

る者（自然人に限る。）をいう。以下同じ。）は２人とし、薬学修学生に父又は母があ

るときは、連帯保証人のうち１人は父又は母とする。 

 

６ 修学資金の貸与決定通知 

 当会は、５に規定する「薬剤師修学資金貸与申請書」により貸与することを決定した

場合には、速やかに修学資金の貸与を受けようとする者に対し、別記様式４号の「修学

資金貸与決定通知書」により修学資金の貸与決定の通知を行う。 

 また、５に規定する「薬剤師修学資金貸与志願書」により貸与することを決定した場

合には、速やかに修学資金の貸与を受けようとする者に対し、別記様式５号の「修学資

金貸与内定通知書」により修学資金の貸与内定の通知を行う。この場合、内定者が薬学

部生となった際に改めて５に規定する「薬剤師修学資金貸与申請書」により申請させる。 

 

７ 薬剤師修学資金貸与契約書の作成 

 ６の貸与決定の通知後、当会は、修学資金を受けることとなった者との間で契約書を

作成することにより修学資金の貸与契約を行う。貸与契約を行った場合には、契約書の

写しを薬学修学生に係る連帯保証人に送付する。 

 なお、契約書には、連帯保証人、修学資金の貸与額、貸与期間、極度額、契約の解除、

貸与の休止、返還、加算金、延滞利子、返還金（加算金を含む。）の返還免除・猶予、返

還金（加算金を含む。）、加算金の納付免除等に関する要件を備えなければならない。 

 

８ 修学資金の貸与に要する負担 

修学資金の貸与額は、当会が１人当たり入学金として２８．２万円及び支援金として

年額８０万円以内を負担する。ただし、私立大学の場合は、入学金として２６万円及び

支援金として年額９６．４万円以内とする。 

 

９ 修学資金の返還 

  薬学修学生が修学資金の返還金等を返還しなければならなくなった場合は、実施要領

第５の規定により実施し、別記様式６号の「薬剤師修学資金の返還金等の返還請求書」

を薬学修学生に送付して返還させる。 
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10 修学資金の返還免除 

 薬学修学生が返還すべき修学資金の返還の免除を要望する場合は、実施要領第５ただ

し書及び第７の規定により実施する。 

 

11 修学資金の返還猶予 

 薬学修学生が返還すべき修学資金（加算金を含む。以下同じ。）の返還の猶予を要望す

る場合は、実施要領第８の規定により実施する。 

 

12 勤務先等又は地域の変更 

（１）薬学修学生は、薬剤師免許を取得後、薬剤師不足病院等の病院薬剤師又は県職員薬

剤師として業務に従事した期間が修学資金貸与期間（修学資金の貸与の休止に係る期

間を除く。）の１．５倍の年数に満たない期間（最大９年間）において、従事する勤務

先が変更となった場合は、当会にその旨を遅滞なく届け出なければならない。 

（２）当会は、（１）の変更の届出があった場合は、その旨を大分県に報告する。 

 

 

13 その他 

（１）この事業の適正かつ円滑な執行を期すため必要がある場合は、薬学修学生に対し必

要事項の報告を求めることとする。 

（２）この規程細則に定めるもののほか、この事業執行に必要な事項については、関係機

関と協議して、別に定める。 

 

附則 

１ この実施規程細則は、令和７年４月１日から適用する。 


